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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究では、コールドスプレー法と呼ばれる固相成膜技術を用いて、航空機や風力
発電翼に使用されるCFRP基材をメタライズし、耐雷撃性を付与することを目的と
した。CFRP上へのコールドスプレー成膜条件の検討および雷撃試験後の損傷評価
を通じて、CFRP保護に対するコールドスプレー皮膜の効果を検討した。

実験
Experimental

ガス温度やガス圧力等の成膜条件の検討を行い、CFRP上への金属成膜に適した条
件の探索を行った。粉末材料には軽量で電気伝導性の高い純アルミを用いた。アル
ミを成膜した試験片に対して、ピーク電流値70 kAで航空機規格に準じた電流波形
を用いた雷撃試験を行い、アルミ皮膜およびCFRPに生じた損傷をマイクロX線CT
分析により評価した。X線CT分析にはマイクロX線CT装置（コムスキャンテク
ノ、ScanXmate D160TS110）を用いた。

結果と考察
Results and Discussion

アルミを約200 μm厚さ成膜したCFRP試験片に雷撃試験を行い、雷撃部断面をX
線CT分析により観察した結果を図1に示す。断面中央部の周辺にアルミ皮膜の浮き
上がりが確認され、雷撃により皮膜に損傷が生じたことがわかる。一方で、アルミ
皮膜下部にあるCFRP基材にはき裂や層間はく離等の損傷は確認されず、作製した
アルミ皮膜が効果的にCFRPを保護したと考えられる。また、雷撃部から離れた位
置では皮膜にも損傷が確認されなかったことから、雷撃部の電流集中によるジュー
ル熱の局所的な発生が損傷に大きく寄与したと考えられる。
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図1. 雷撃後のアルミ成膜CFRPの断面観察画像
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